


































































































































































































































































災害と隣り合わせの不安な世の中で私たちは生きる希望をどのように見出していくのか、今、『生き

る』には、そんな大きな問いかけも重なっているように見えます。 

 

辻 智子（北海道大学准教授） 
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災害と隣り合わせの不安な世の中で私たちは生きる希望をどのように見出していくのか、今、『生き

る』には、そんな大きな問いかけも重なっているように見えます。 

 

辻 智子（北海道大学准教授） 

資料 1 

『生きる～東日本大震災と地域青年の記録

～』第 1～5号内容（目次）一覧 

 
【第 1号（2012年 3月）】はじめに／目次／東日本大

震災に関する青年団関係の動き―2011年 3月 11日～2012

年 3 月 11 日―／第 1 章 大震災での体験をつづる 震災

体験を次の世代の人へ（岩手県大槌町・佐々木訓）、あの

日を忘れない～2011.3.11 東日本大震災～（岩手県釜石

市・小國太一）、東日本大震災手記（岩手県陸前高田市・

泉田将治）、東日本大震災手記（岩手県陸前高田市/北上市・

橋詰琢見）、被災体験記（岩手県陸前高田市・松田恵美子）、

東日本大震災体験記（岩手県陸前高田市・村上宏）、M9.0

震度 7 の地から（宮城県栗原市・加藤義弘）、大震災から

学んだ地域のつながり（宮城県気仙沼市・高橋弘則）、東

日本大震災手記（宮城県気仙沼市・芳賀孝司）、東日本大

震災体験記（宮城県気仙沼市・芳賀広美）、東日本大震災

を経験して（宮城県登米市・岩崎大輔）、震災を経て（宮

城県山元町・齋藤綠）、東日本大震災以降の行動記録と感

じたこと（福島県会津若松市・吉田恵三）、継続は力なり

（福島県会津若松市・渡辺直也）、出るも地獄、残るも地

獄（福島県浪江町/秋田市・古農満）／第 2 章 支援活動

の記録 石川県青年団協議会、大阪府岸和田市青年団協議

会・泉佐野市青年団協議会、岡山県青年団協議会、日本青

年団協議会／この記録冊子ができるまで（辻智子）／おわ

りに～青年団の仲間たちへ～（田中潮） 

 

【第 2号（2013年 3月）】はじめに／目次／東日本大

震災に関する青年団関係の動き―2012年 3月 12日～2013

年 3 月 11 日―／第 1 章 大震災の体験を綴る 海は繋

がっている（北海道様似町・千葉浩行）、あの時（青森県

八戸市・川井若奈）、生き残った者として（岩手県陸前高

田市・菅野学）、3.11 を振り返って（宮城県気仙沼市・熊

谷公人）、ライフライン寸断で混乱状態の震災直後（宮城

県登米市・菊地健治）、あの日の食パンの味が忘れられな

い（宮城県大和町・武藤順子）、あの日から（宮城県仙台

市・山田美香）、震災発生から 10 日間の記憶（宮城県角田

市・佐久間祥平）、原発事故と向き合って（福島県伊達市・

宍戸克己）、私の「おもい」（福島県浪江町・志賀重夫）、

『記憶』（福島県いわき市・鈴木崇弘）、震災後の状況と

「じゃんがら念仏踊り」への思い（福島県いわき市・渡部

久美）、3.11 の経験（静岡県静岡市・相馬隆史）／第 2 章 

暮らす 3.11 後の記録 震災後の私の暮らしを振り返る

（岩手県大槌町・佐々木訓）、震災はまだ終わっていない

（岩手県陸前高田市・泉田将治）、「米崎小仮設住宅から―

2012 年春」（岩手県陸前高田市・佐藤一男）、ピンチをチャ

ンスに（岩手県陸前高田市・橋詰琢見）、一歩ずつ（岩手

県陸前高田市・松田恵美子）、希望が持てる地域に（宮城

県気仙沼市・高橋弘則）、けせん避難所・仮設挿話集（宮

城県気仙沼市・芳賀広美）、M9.0 震度 7 の地から（その 2）

（宮城県栗原市・加藤義弘）、震災後に直面した雇用問題

と被災地の現状（宮城県登米市・岩崎大輔）、震災を経て

～その後（宮城県山元町・齋藤綠）、復興元年（福島県会

津若松市・渡辺直也）、あの日から,間もなく 2 年（福島県

会津若松市・吉田恵三）／第 3章 支援活動の記録 特定

非営利活動法人静岡県青年団連絡協議会～静岡県青年問

題研究集会・拓け KATARI場 2013～、高知県青年活動実践

協議会にぎわいボニート～東北復興プロジェクト「ship 

for ship」、大分の青年たちの支援活動、宮崎県高原町青

年団灰プロジェクト実行委員会／第 4 章 記録から学ぶ

『生きる』1 号を読んで 『生きる』1 号に想う（北海道

栗山町・本田徹）、他人事にさせないために（北海道当別

町・穴澤義晴）、「心をひとつに」～優しさは伝染する～（栃

木県足利市・鈴木光尚）、語り継ぐこと（福井県鯖江市・

山田絵美子）、震災から 2 年を迎えて（滋賀県東近江市・

戸嶋幸司）、仲間の声を伝えたい（鳥取県米子市・砂口真）、

『生きる』1 号を読んで想う（香川県綾川町・岡下進一）、

この想いを伝えていく（香川県善通寺市・西梶三枝）、仲

間が地域で生きてきた証（高知県檮原町・立道斉）、『生き

る』からの学び（沖縄県南風原町・照屋仁士）／編集後記

／（裏表紙）村上和三（岩手県陸前高田市） 

 

【第 3号（2014年 5月）】はじめに／目次／東日本大

震災に関する青年団関係の動き―2013年 3月 12日～2014

年 3 月 11 日―／第 1 章 暮らす 町がかわっていく（岩

手県陸前高田市・泉田将治）、震災復興に伴う企業再編の

動き（宮城県登米市・岩崎大輔）、故郷・陸前高田に戻っ

て（陸前高田市・岡本翔馬）、県外避難者の現在（福島県

浪江町/秋田県秋田市・古農満）、それぞれの震災―3 年

経って―（宮城県山元町・齋藤綠）、今、複雑化する地域
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の思い（宮城県角田市・佐久間祥平）、東日本大震災から

3 年を振り返って（岩手県大槌町・佐々木訓）、私の経験し

ている震災・原発事故（福島県浪江町/南相馬市・志賀重

夫）、未来の陸前高田を考える（岩手県陸前高田市・松田

恵美子）、青年団の一人として（福井県鯖江市・山田絵美

子）、私の「生きる」（群馬県高崎市・湯浅直樹）、前を見

て生きていく（福島県会津若松市・渡辺直也）／第 2 章 

まなぶ・つたえる・つながる 「あいちから」活動報告（「あ

いちから」実行委員会）、青森県の支援や避難者受け入れ

（青森県青森市・工藤晶信、青森県八戸市・山田智久）、

山形県と東日本大震災（山形県山形市・小関新太郎）、そ

れぞれが何をすべきか考えていく（秋田県大仙市・齋藤和

彦）、いわて復興スタディツアー（静岡県青年団連絡協議

会）、自主製作映画「Message」の取り組み（3.loveline 岡

山→東日本実行委員会）、忘れてはいけないあの日のこと

（北海道長沼町・田村芳克）、北海道北見市留辺蘂町・吉

田祐美）、県団旅行 in 宮城（福井県連合青年団）、私のま

わりの支援活動（山形県飯豊町・細川由貴）、北海道・東

北ブロック研修会（北海道・東北青年団連絡協議会）／「福

島で学ぶフィールドワーク」の記録 大震災直後の福島県

に派遣されて（石川県羽咋市・石井昌志）、たくさんの人

に支えられて震災から 1 ヶ月で再オープン（道の駅よつく

ら港駅長・白土健二）、福島で学ぶフィールドワークを通

じた東北支援に心より感謝申し上げます（特定非営利活動

法人 3.11 被災者を支援するいわき連絡協議会・赤池孝行）、

頑張る人の笑顔あふれる～浜風商店街の訪問～／参加者

から寄せられた感想 記憶と記録に残していく（北海道・

渡辺泰典）、テレビだけでは分からなかったこと（岩手県・

松田恵美子）、我々はもう歩みはじめている（宮城県・佐

久間祥平、武藤順子）、地域で防災活動を（秋田県・齋藤

和彦）、もっと早く行けばよかった（群馬県・天笠荘一）、

大切なのはこれから（石川県・宮義一）、「キッカケ」つく

り発信していこう（岐阜県・片桐充弘）、あらためて地震

の備えを（静岡県・朝原桂子）、逆にこちらが元気をもらっ

た（愛知県・神谷幸典）、つながる想い（滋賀県・藤原麻

美）、押しつぶされるかと思った（和歌山県・中早洋行）、

あの時感じたことは絶対に忘れない（鳥取県・中村美香）、

自然の力の脅威（岡山県・渡邊誠、青井麻由美）、精一杯、

生きていく（香川県・十川由人）、参加者が主体者となる

活動を（高知県・大崎博士）、寒い海辺と温かいコーヒー

（長崎県・梅川美沙乃）、人はそんなに弱くない（大分県・

阿南貴詞）、なんでもっと早く行かなかったのか（宮崎県・

松田裕明）、強く生き抜く地から（宮崎県・堀口美穂）、地

域でも伝え続けていく（鹿児島県・桐野貴行、山下真奈美）、

福島でもらった「お土産」（沖縄県・照喜名朝尚）、私たち

の誓い／第 3 章 広がる・広げる―今後に向けて 青年が

地域を元気にする（東京都日野市・池上洋通）、青年たち

への期待（岩手県陸前高田市・大坪涼子）、法政大学キャ

リアデザイン学部被災地実習の取り組み（埼玉県さいたま

市・佐藤一子）、震災に学ぶ（北海道栗山町・澤田康文）、

中国青年との学習交流、「生きる」そして生きていく（北

海道遠軽町・山中ちあき）／あとがき 

 

【第 4 号（2016 年 3 月）】はじめに／目次／第一章 

原発避難者の記録 県外避難者の現在（その 2）：2014 年

～2015 年 古農 満（福島県浪江町／秋田県秋田市）／

第二章 暮らしと地域の歩み 自分に出来る事（及川龍

徳・岩手県大船渡市）、まもなく・・・（松田恵美子・岩手

県陸前高田市）、震災手記（吉田香代・岩手県陸前高田市）、

高橋弘則（宮城県気仙沼市）、里海（まち）の防潮堤（芳

賀孝司・宮城県気仙沼市）、仮設住宅 悲喜こもごも（芳

賀広美・宮城県気仙沼市）、受入事業に協力して＜被災地

学習の取組み＞（岩崎大輔・宮城県登米市）、震災を経て

～５年目が来る～（齋藤緑・宮城県山元町）、震災のこと

（窪田恵美・宮城県丸森町）、あんぽ柿生産再開３年目の

現状（宍戸克己・福島県伊達市）／第三章 震災への想い 

ふくしま復興スタディツアー（静岡県青年団連絡協議会）、

「想い」を風化させないために（藤原麻美・滋賀県高島市）、

考え、行動する年に（久保隆治・和歌山県日高郡みなべ町）、

生きる（延江典子・岡山県岡山市）、防災・減災も支援に

なる（鳥越香織・岡山県倉敷市）／あとがき／資料・東日

本大震災に関する青年団関係の動き―2014 年 3 月～2016

年 1 月―／『生きる～東日本大震災と地域青年の記録～』

第 1～3 号内容（目次）一覧 

 

【第 5 号（2017 年 2 月）】はじめに／目次／第一章 

手記・ききとりの記録 資料・ご当地ヒーローで防災啓発

～被災したからこそ伝えられること～／次の世代につな

げる（岩手県陸前高田市・岡本翔馬）／あの日から...そ

して、これから（岩手県陸前高田市・松田恵美子）／信念
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の思い（宮城県角田市・佐久間祥平）、東日本大震災から

3 年を振り返って（岩手県大槌町・佐々木訓）、私の経験し

ている震災・原発事故（福島県浪江町/南相馬市・志賀重

夫）、未来の陸前高田を考える（岩手県陸前高田市・松田

恵美子）、青年団の一人として（福井県鯖江市・山田絵美

子）、私の「生きる」（群馬県高崎市・湯浅直樹）、前を見

て生きていく（福島県会津若松市・渡辺直也）／第 2 章 

まなぶ・つたえる・つながる 「あいちから」活動報告（「あ

いちから」実行委員会）、青森県の支援や避難者受け入れ

（青森県青森市・工藤晶信、青森県八戸市・山田智久）、

山形県と東日本大震災（山形県山形市・小関新太郎）、そ

れぞれが何をすべきか考えていく（秋田県大仙市・齋藤和

彦）、いわて復興スタディツアー（静岡県青年団連絡協議

会）、自主製作映画「Message」の取り組み（3.loveline 岡

山→東日本実行委員会）、忘れてはいけないあの日のこと

（北海道長沼町・田村芳克）、北海道北見市留辺蘂町・吉

田祐美）、県団旅行 in 宮城（福井県連合青年団）、私のま

わりの支援活動（山形県飯豊町・細川由貴）、北海道・東

北ブロック研修会（北海道・東北青年団連絡協議会）／「福

島で学ぶフィールドワーク」の記録 大震災直後の福島県

に派遣されて（石川県羽咋市・石井昌志）、たくさんの人

に支えられて震災から 1 ヶ月で再オープン（道の駅よつく

ら港駅長・白土健二）、福島で学ぶフィールドワークを通

じた東北支援に心より感謝申し上げます（特定非営利活動

法人 3.11 被災者を支援するいわき連絡協議会・赤池孝行）、

頑張る人の笑顔あふれる～浜風商店街の訪問～／参加者

から寄せられた感想 記憶と記録に残していく（北海道・

渡辺泰典）、テレビだけでは分からなかったこと（岩手県・

松田恵美子）、我々はもう歩みはじめている（宮城県・佐

久間祥平、武藤順子）、地域で防災活動を（秋田県・齋藤

和彦）、もっと早く行けばよかった（群馬県・天笠荘一）、

大切なのはこれから（石川県・宮義一）、「キッカケ」つく

り発信していこう（岐阜県・片桐充弘）、あらためて地震

の備えを（静岡県・朝原桂子）、逆にこちらが元気をもらっ

た（愛知県・神谷幸典）、つながる想い（滋賀県・藤原麻

美）、押しつぶされるかと思った（和歌山県・中早洋行）、

あの時感じたことは絶対に忘れない（鳥取県・中村美香）、

自然の力の脅威（岡山県・渡邊誠、青井麻由美）、精一杯、

生きていく（香川県・十川由人）、参加者が主体者となる

活動を（高知県・大崎博士）、寒い海辺と温かいコーヒー

（長崎県・梅川美沙乃）、人はそんなに弱くない（大分県・

阿南貴詞）、なんでもっと早く行かなかったのか（宮崎県・

松田裕明）、強く生き抜く地から（宮崎県・堀口美穂）、地

域でも伝え続けていく（鹿児島県・桐野貴行、山下真奈美）、

福島でもらった「お土産」（沖縄県・照喜名朝尚）、私たち

の誓い／第 3 章 広がる・広げる―今後に向けて 青年が

地域を元気にする（東京都日野市・池上洋通）、青年たち

への期待（岩手県陸前高田市・大坪涼子）、法政大学キャ

リアデザイン学部被災地実習の取り組み（埼玉県さいたま

市・佐藤一子）、震災に学ぶ（北海道栗山町・澤田康文）、

中国青年との学習交流、「生きる」そして生きていく（北

海道遠軽町・山中ちあき）／あとがき 

 

【第 4 号（2016 年 3 月）】はじめに／目次／第一章 

原発避難者の記録 県外避難者の現在（その 2）：2014 年

～2015 年 古農 満（福島県浪江町／秋田県秋田市）／

第二章 暮らしと地域の歩み 自分に出来る事（及川龍

徳・岩手県大船渡市）、まもなく・・・（松田恵美子・岩手

県陸前高田市）、震災手記（吉田香代・岩手県陸前高田市）、

高橋弘則（宮城県気仙沼市）、里海（まち）の防潮堤（芳

賀孝司・宮城県気仙沼市）、仮設住宅 悲喜こもごも（芳

賀広美・宮城県気仙沼市）、受入事業に協力して＜被災地

学習の取組み＞（岩崎大輔・宮城県登米市）、震災を経て

～５年目が来る～（齋藤緑・宮城県山元町）、震災のこと

（窪田恵美・宮城県丸森町）、あんぽ柿生産再開３年目の

現状（宍戸克己・福島県伊達市）／第三章 震災への想い 

ふくしま復興スタディツアー（静岡県青年団連絡協議会）、

「想い」を風化させないために（藤原麻美・滋賀県高島市）、

考え、行動する年に（久保隆治・和歌山県日高郡みなべ町）、

生きる（延江典子・岡山県岡山市）、防災・減災も支援に

なる（鳥越香織・岡山県倉敷市）／あとがき／資料・東日

本大震災に関する青年団関係の動き―2014 年 3 月～2016

年 1 月―／『生きる～東日本大震災と地域青年の記録～』

第 1～3 号内容（目次）一覧 

 

【第 5 号（2017 年 2 月）】はじめに／目次／第一章 

手記・ききとりの記録 資料・ご当地ヒーローで防災啓発

～被災したからこそ伝えられること～／次の世代につな

げる（岩手県陸前高田市・岡本翔馬）／あの日から...そ

して、これから（岩手県陸前高田市・松田恵美子）／信念

に沿い、1 日 1 日を丁寧に生きる（岩手県陸前高田市・佐々

木信秋）／気仙沼市の現状と...（宮城県気仙沼市本吉町・

芳賀広美）／東日本大震災を受けて（宮城県本吉郡南三陸

町・工藤大樹）／良い地域のために～震災ボランティアが

きっかけで～（宮城県黒川郡大郷町・金須健）／宮城に住

んでいて（宮城県黒川郡大郷町・千葉加奈子）／当時をふ

りかえり・・・そしてこれから（宮城県黒川郡大和町・武

藤順子）／今、感じること（宮城県東松島市・岩崎大輔）

／「震度 7」と自分の役割（宮城県角田市・佐久間祥平）

／震災を経て 2016（宮城県亘理郡山元町・齋藤緑）／東日

本大震災を経験して（千葉県市原市・佐藤竜太）／私が見

た当時の事・今の事（福島県会津若松市・長谷川綾）／原

発も化石燃料にも頼らない社会へ（群馬県高崎市・湯浅直

樹）／防災減災を伝えるむずかしさ（東京都・小川光一）

／東日本大震災手記（東京都文京区・高嶋聡平）／去る者

は日々に疎し（埼玉県志木市・棚田一論）／6 年がたち思

うこと（東京都大田区・鳥澤文彦）／資料・熊本地震被災

報告／生きる（石川県羽咋市・石井昌志）／6 年（滋賀県

蒲生郡日野町・福永晃仁）／資料・阪神淡路大震災の記録

～近畿ブロック青年団の取り組み～／いま、思うこと（東

京都三鷹市・宮本清一）／生きる（岡山県倉敷市・中園謙

二）／生きる（香川県綾歌郡綾川町・十河由人）／愛媛に

「生きる」（愛媛県喜多郡内子町・水本誠時）／原子力発

電所について考えること（佐賀県佐賀市川副町・山田浩史）

／熊本地震（熊本県山鹿市・岡本了）／1 日も早く生活を

取り戻したい～平成 28 年・熊本地震の日から今まで～（熊

本県熊本市・古奧紗耶佳）／震災から学んだこと、これか

らも・・（沖縄県島尻郡南風原町・照屋仁士）／第二章 取

材の記録 平成 28 年度岡山県青年団協議会・合同研修会

「ガチトーク 2017～震災から学ぶ、地域づくり～」 パ

ネリスト（宮城県気仙沼市・高橋弘則、熊本県熊本市・古

奧紗耶佳、岡山県新見市・仲田俊範）／続けることの意義

～第 60 回市青協青年芸能祭～ 報告・佐久間祥平／ここ

ろの 6 年間～きぼうのたねカンパニー～（福島県二本松

市・菅野瑞穂）／想いつながるふるさとプロジェクト～

Play for KUMAMOTO～ 報告・中園謙二／資料・ふるさと

プロジェクト in 熊本旅日記・記録／あとがき（中園謙二・

岡山県倉敷市）／資料・1.日本青年団協議会震災パネル・

2.東日本大震災並びに熊本地震に関する青年団関係の動

き－2016 年 2 月 16 日～2017 年 2 月 14 日－・3.『生き

る～東日本大震災と地域青年の記録～』第 1～4 号内容

（目次）一覧 
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